
昭

和

四

十

八
年
九
月

二
十

八
日

受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

二
〇
） 

答

弁

第

二

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
成
田
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
七
一
第
二
〇
号 

昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
八
日 

 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 内
閣
総
理
大
臣
臨
時

国 

務 

大 

臣 

三 

木 

武 

夫 

代
理 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
成
田
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(1)
か
ら

(7)
ま
で 
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
の
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
石

油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
施
行
前
か
ら
そ
の
工
事
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
公
団
は
新
東
京
国

際
空
港
公
団
法
（
以
下
「
公
団
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
に
基
づ
く
業
務
方
法
書
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
の
承

認
を
受
け
た
新
東
京
国
際
空
港
公
団
航
空
機
給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
規
程
に
従
つ
て
、
安
全
性
の
確
保

を
十
分
考
慮
し
て
そ
の
工
事
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
よ
る
技
術
基
準
の
詳
細
が
未
定
で
あ
つ
た
の

で
、
工
事
計
画
の
認
可
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
当
該
技
術
基
準
の
細
目
の
告
示
後
早
急
に
所
定
の

手
続
を
講
ず
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

公
団
よ
り
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
公
団
は
事
故
発
生
後
直
ち
に
職
員
を
派
遣
し
調
査
を
行 

い
、
工
事
は
公
団
の
仕
様
書
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
及
び
公
団
の
工
事
監
督
者
は
、
平
常
ど
お
り
監
督

を
行
つ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
八
年
九
月
十
日
自
主
的
に
現
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、
報
道
の
ご
と
き
事
実
は
発
見
で
き
な
か

つ
た
旨
の
報
告
を
公
団
よ
り
受
け
て
い
る
。 

な
お
、
公
団
の
報
告
書
及
び
労
働
基
準
監
督
署
に
対
す
る
報
告
書
は
別
添
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
公
団
予
算
に
つ
い
て
は
、
公
団
法
第
二
十
六
条
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
が
認
可
を
行
つ
て
い
る
。 

今
後
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
更
に
工
事
の
監
督
に
意
を
注
が
せ
る
所
存
で
あ
る
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

(1)
及
び

(2) 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
し
て
、
公
団
が
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
を
遵
守
し
、
安
全
確

保
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
今
後
も
監
督
指
導
を
厳
に
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

(1)
か
ら

(6)
ま
で 

諸
般
の
事
情
か
ら
御
質
問
の
三
者
に
よ
る
会
談
の
実
施
に
至
つ
て
い
な
い
が
、
昭
和
四
十
八

年
七
月
十
八
日
運
輸
政
務
次
官
と
沿
線
住
民
と
の
話
合
い
を
行
う
等
政
府
と
し
て
も
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

敷
設
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

千
葉
市
監
査
委
員
の
監
査
結
果
に
お
け
る
「
住
民
に
対
し
、
な
ん
ら
か
の
方
法
を
講
じ
そ
の
概
要
に
つ
い

て
知
ら
し
め
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
記
述
は
、
住
民
に
対
し
説
明
会
等
を
通
じ
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン 

ま
た
、
今
後
も
公
団
が
地
元
住
民
と
の
話
合
い
を
積
極
的
に
行
い
、
地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
指
導
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
の
趣
旨
と
推
測
さ
れ
る
。 

七
に
つ
い
て 

(1)
か
ら

(3)
ま
で 

航
空
燃
料
輸
送
手
段
の
安
全
性
の
周
知
方
に
つ
い
て
は
、
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
指

導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
公
団
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
保
安
装
置
の
一
環
と
し
て
設
置
す
る
自
記
式
地
震
計
が
震
度
四
程
度
の

地
震
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
制
御
室
に
警
報
が
発
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
制
御
装
置
が
作
動 

し
、
送
油
用
圧
送
機
の
停
止
、
緊
急
遮
断
弁
の
閉
止
が
行
わ
れ
る
機
構
と
な
つ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

   



（
別
添
一
） 

 

工 

事 

名 
 

給
油
施
設
二
の
六
工
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
関
道
自
動
車
道
下
り
線
側
、
側
道
部
、
県
道
上
志
津
線
と
大
日
一
一
号
線
の
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

現
場
代
理
人 
 

田 
 

中 
  

裕 

 
 
 
 
 
 
 
 

現
場
代
理
人 

 

首  

藤 
  

博 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

 

山 

崎 
政 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 

現
場
代
理
人 

 

西 

山 

正 

剛 

事
故
発
生
場
所 
 

千
葉
県
印
旛
郡
四
街
道
町
大
日 

事
故
発
生
日
時
及
び
死
亡
時 

 

昭
和
四
八
年
二
月
七
日 

一
六
時
三
〇
分
頃
発
生 

工 

事 

内 

容 
 

推
進
工
事
そ
の
二
附
近
の
配
管
工
事 

元
請
事
業
所
名 

 

日
本
鋼
管
Ｋ
Ｋ 

千
葉
県
印
旛
郡
四
街
道
町
物
井
一
四
〇
六
―
六 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
七
二
―
八
三
―
九
九
〇
五 

 
 
 
 
 
 
 

現
場
代
理
人 

 

手 

塚 

光 

広 

第
三
次
下
請 

 

万
代
土
木
Ｋ
Ｋ 

神
奈
川
県
川
崎
市
菅
三
五
五
六 

第
二
次
下
請 

 

戸
田
建
設
Ｋ
Ｋ 

第
一
次
下
請 

 

日
本
鋼
管
工
事
Ｋ
Ｋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
亡
時 

 

同 

日 
 

一
八
時
二
八
分
（
病
院
） 

死 

亡 

事 

故 

調 

査 

報 

告 

書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
八
年
二
月
八
日 

七 

 



事
故
の
経
過 

事
故
の
概
要 

 

二
月
七
日
一
六
時
三
〇
分
頃
、
日
本
鋼
管
Ｋ
Ｋ
施
工
の
、
給
油
施
設
二
の
六
工
事
、
四
街
道
地
区
掘
削
現
場
で
、
下
請
の
万
代
土
木
Ｋ
Ｋ
所
属
、
土

工
、
阿
部
勝
雄
外
三
名
は
、
現
場
監
督
首
藤
博
の
指
揮
の
下
に
、
掘
削
現
場
（
掘
削
巾
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

に
給
油
管
二
本
吊
り
卸
し
後
、
山
留
作
業
の
為
、
作
業
員
畠
山
は
、
掘
削
溝
北
端
地
上
で
作
業
員
工
藤
は
、
同
溝
南
端
地
上
で
矢
板
（
厚
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
巾
三
〇
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
重
量
四
〇
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
お
さ
え
、
作
業
員
阿
部
、
佐
々
木
は
工
藤
の
足
下
溝
底
で

サ
ポ
ー
ト
の
釘
つ
け
作
業
に
掛
つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
、
畠
山
の
足
下
の
地
盤
が
崩
れ
落
ち
、
佐
々
木
は
西
側
に
逃
げ
難
を
避
け
た
が
、
阿
部
は
東

側
に
脱
出
の
際
、
再
度
溝
北
端
地
表
の
土
砂
（
約
一
立
方
メ
ー
ト
ル
）
が
、
崩
壊
し
阿
部
は
腰
部
迄
埋
り
、
か
つ
溝
底
の
給
油
管
に
上
半
身
を
は
さ
ま
れ

受
傷
し
た
。
直
ち
に
、
救
急
車
で
四
街
道
町
中
島
病
院
に
運
び
加
療
中
一
八
時
二
八
分
頃
心
臓
圧
迫
の
為
、
死
亡
し
た
。 

一
、
二
月
六
日
、
ユ
ン
ボ
に
て
巾
約
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
余
の
掘
削
を
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

本 
 
 
 

籍 

秋
田
県
由
利
郡
大
内
町
小
栗
山
字
落
合
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

遺 
 
 
 

族 

妻
…
…
と
し
え
、
長
男
…
…
勝
、
次
男
…
…
久 

労
働
災
害
補
償
保
険 

 

加
入
者
、
日
本
鋼
管
工
事
Ｋ
Ｋ 

一
二
一
〇
一
八
〇
〇
六
七
一
―
〇
〇
二 

 
 
 

千
葉
労
働
基
準
監
督
署
扱 

災
害
種
別
、
死
亡
原
因 

「
管
工
事
」
土
砂
崩
壊
災
害
…
…
心
臓
圧
迫 

職 
 
 

種 
 
 

万
代
土
木
Ｋ
Ｋ
所
属 

土
工 

死 

亡 

者 
 

阿 

部 

勝 

雄 

（
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
四
日
生
、
三
四
歳
） 

（
ユ
ン
ボ
は
終
了
後
事
故
地
点
か
ら
西
側
二
五
メ
ー
ト
ル
附
近
に
お
い
た
。） 

八 

 



そ
の
他
の
事
項 

四
、
労
災
保
険
は
、
日
本
鋼
管
工
事
Ｋ
Ｋ
で
、
千
葉
労
基
署
に
加
入
済
で
あ
る
。 

三
、
被
災
者
の
郷
里
（
秋
田
県
）
に
は
、
妻
・
と
し
え
、
長
男
・
勝
、
次
男
・
久
の
二
児
が
あ
る
。 

一
、
万
代
土
木
Ｋ
Ｋ
は
、
日
本
鋼
管
Ｋ
Ｋ
所
属
下
請
業
者
で
あ
り
、
今
回
の
工
事
は
戸
田
建
設
の
下
請
と
し
て
作
業
し
て
い
た
。 

二
、
被
災
者
の
阿
部
勝
雄
は
、
万
代
土
木
Ｋ
Ｋ
に
土
工
と
し
て
昭
和
四
六
年
一
二
月
～
昭
和
四
七
年
三
月
迄
勤
務
し
た
。 

二
、
二
月
七
日
、
八
時
少
し
前
か
ら
佐
々
木
ら
四
名
は
作
業
に
つ
い
た
。
佐
々
木
は
世
話
役
で
、
作
業
者
は
佐
々
木
、
畠
山
、
工
藤
、
阿
部
で
あ
る
。 

続
い
て
土
留
作
業
に
な
る
が
、
当
初
留
て
あ
つ
た
矢
板
は
、
管
吊
卸
し
の
際
一
旦
外
し
て
あ
つ
た
の
で
、
再
び
パ
イ
プ
サ
ポ
ー
ト
で
土
留
を
す
る

為
、
畠
山
は
北
側
地
表
で
矢
板
を
お
さ
え
、
南
側
地
表
で
は
工
藤
が
矢
板
を
お
さ
え
、
溝
内
で
阿
部
、
佐
々
木
が
サ
ポ
ー
ト
の
釘
付
け
作
業
を
し
て

い
た
時
、
一
六
時
三
〇
頃
突
然
畠
山
の
足
下
地
表
が
崩
れ
落
ち
、
畠
山
は
咄
嵯
に
逃
げ
、
溝
内
に
い
た
佐
々
木
は
西
側
へ
逃
げ
無
事
で
あ
つ
た
が
、

阿
部
は
東
側
に
三
メ
ー
ト
ル
位
逃
げ
た
際
、
北
側
上
層
土
砂
（
約
一
立
方
メ
ー
ト
ル
）
が
崩
壊
し
、
腰
部
下
半
身
が
、
埋
り
、
且
つ
鋼
管
に
は
さ
ま
れ

受
傷
し
た
。（
腰
部
を
打
撲
し
た
と
み
ら
れ
る
） 

午
後
は
一
時
三
〇
分
頃
よ
り
作
業
開
始
、
鋼
管
の
溶
接
作
業
を
三
時
頃
終
了
し
た
。
鋼
管
二
本
の
吊
下
し
作
業
は
三
時
三
〇
分
頃
か
ら
始
め
て
四

時
頃
終
了
し
た
。 

死
因
は
心
臓
圧
迫
症
で
あ
る
。 

昭
和
四
七
年
八
月
一
日
再
入
社
し
現
在
に
至
つ
て
い
る
。 

（
首
藤
現
場
監
督
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
西
方
の
現
場
で
作
業
を
し
て
い
た
。） 

直
ち
に
阿
部
を
救
出
し
救
急
車
で
四
街
道
町
中
島
病
院
に
運
び
加
療
し
た
が
、
一
八
時
二
八
分
頃
容
態
悪
化
し
死
亡
し
た
。 

作
業
は
先
ず
、
小
型
ダ
ン
プ
で
運
ん
で
来
た
砂
を
溝
底
に
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
敷
き
な
ら
す
こ
と
で
一
二
時
頃
終
了
し
た
。 

九 

 



              

○注 
事
業
所
設
置
届
は
、
佐
原
労
基
署
、
現
場
設
置
届
は
、
東
金
労
基
署
、
行
政
管
轄
は
千
葉
労
基
署
。 

五
、
遺
体
は
一
先
づ
、
佐
倉
市
の
妙
隆
寺
に
安
置
し
、
二
月
八
日
午
後
仮
葬
儀
を
執
行
す
る
。 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
実
施
本
部
工
事
第
二
班 

班 

長 
 

山 

本 

仲 

雄 

一
〇 

 



（
別
添
二
） 

 

一
一 

          

災
害
発
生
状
況
及
び
原
因 

パ
イ
プ
吊
卸
し
作
業
後
掘
削
深
二
・
四
メ
ー
ト
ル
巾
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
中
で
軽
量
鋼
板
に
よ
る
山
留
作
業
中
、
巾
一
・
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
つ

て
土
砂
崩
れ
が
起
り
逃
げ
る
途
中
背
後
よ
り
の
崩
壊
土
砂
に
よ
り
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
約
一
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
で
既
に
吊
り
卸
し
済
み
の
鋼
管

（
φ
三
五
〇
ｍ
／
ｍ
）
と
の
間
に
腰
ま
で
埋
つ
た
。
直
ち
に
掘
り
出
し
救
急
車
に
て
中
島
病
院
に
一
六
時
五
八
分
収
容
し
、
医
師
の
手
当
を
受
け
た
が
同

日
一
八
時
二
〇
分
心
臓
圧
迫
全
身
打
撲
に
よ
る

衰
弱
で
死
亡
し
た
。 

心
臓

報
告
書
作
成
者
職
氏
名 

 

島 

田 

正 

法 

年 
 
 

月 
 
 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎
市
多
摩
区
菅
三
五
五
六
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
代
土
木
株
式
会
社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
者
職
氏
名 

代
表
取
締
役 

山  

崎  

政  

二 
 

労
働
基
準
監
督
署
長
殿
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